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１２１．２７８

中
部
板
金
工
業
組
合
は
、
第
十
三
回
通
常

総
代
会
を
四
月
十
九
日
、
午
後
一
時
よ
り
石

川
県
小
松
市
、
小
松
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
た
。
中
部
七
県
よ
り
、
常
任
理
事
、

理
事
、
代
議
員
合
わ
せ
て
五
十
余
名
が
出
席

し
、
理
事
会
に
続
き
、
定
刻
石
川
県
板
事
務

局
長
の
司
会
で
始
め
ら
れ
た
。
最
初
に
担
当

県
で
あ
る
、
石
川
県
板
土
一
理
事
長
よ
り
開

会
の
言
葉
と
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

吉
岡
中
板
協
会
長
よ
り
全
会
員
が
強
い
結
束

で
業
界
発
股
に
努
力
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
、

つ
づ
い
て
全
板
連
臼
井
理
事
長
は
就
任
後
の

一
年
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
と
こ
れ
か
ら
の
全

板
活
動
方
針
を
述
べ
ら
れ
た
。
議
案
審
議
に

入
り
、
議
長
に
石
川
県
板
の
越
野
氏
を
選
任

し
て
、
提
案
さ
れ
た
平
成
二
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
役
員
改
選
案
等
、
五
号
議
案
ま

で
慎
重
審
議
さ
れ
、
質
疑
や
要
望
発
言
の
の

ち
全
員
拍
手
で
承
認
さ
れ
議
事
終
了
。
午
後

三
時
半
、
平
野
愛
知
県
板
理
事
長
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
幕
と
な
っ
た
。
続
い
て
開
か
れ
た

懇
親
会
で
は
久
し
振
り
の
再
会
で
楽
し
く
賑

や
か
に
語
り
合
う
姿
が
み
ら
れ
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
め
ら
れ
た
。
愛
知
県
板
か
ら
の
出

席
者
は
、
平
野
理
事
長
、
村
上
、
斎
藤
両
副

理
事
長
、
早
川
専
務
、
甲
部
、
石
原
常
務
理

事
の
六
名
。
な
お
、
審
議
内
容
に
つ
い
て
は

資
料
を
掲
戴
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

鍵議

中
部
板
金
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議
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代
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開
く
／

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

2７８

０００

０００

０００

０００

畷 霞

５
４
８
０
９

０
０
４
４

６
９
３

鳶２．

％ダ

バ 愛 知県
板金工業組合

識

努力目標

１．教育情報事業

関連省庁の施策及び関連業界の情報収集に努め、組合員に提供。

関連業界の材料及び施工に関する情報収集。
企業意識に基づく積算技法。

２．調査及び研究事業

責任制度（保証制度）の推進。
資格取得による優遇措置の推進。
建築施工管理技士取得の推進。

３．組織強化事業

本会目的達成のための必要事業。

参考事項
全板共済及び全板国保加入状況

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
、
協
議
会
で
は
組
合
員
に
一

取
り
組
み
後
継
者
の
育
成
や
人
材
確
保
、
技
術
の
向
上
、

経
営
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

自平成２年３月１臼
至平 成３ 年２ 月２ ８日

平
成
２
年
度
事
業
報
告
．
、

平
成
２
年
は
幸
に
も
景
気
の
拡
大
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
り
続
い
て
い
ま
す
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、
反
面
経
営
内
容
が
と
も
な
わ
な
く
又
、
人
手
不
足
と
労
働
時
間
の
短
縮
、
急
速
に
進

ん
で
い
る
組
合
員
の
老
齢
化
に
よ
る
組
合
員
の
減
少
等
は
い
ず
れ
も
組
合
及
び
企
業
が
か
か
え
る
悩

み
の
多
い
問
題
ば
か
り
で
す
。

一
方
全
板
で
は
、
国
民
年
金
基
金
創
設
、
全
板
、
日
板
協
の
合
併
又
、
国
民
健
康
保
険
の
推
進
や

活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
研
究
も
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
、
協
議
会
で
は
組
合
員
に
意
識
確
立
を
図
り
、
全
板
委
員
会
の
事
業
に

平成２年度収支決算書

組 名

肺岡県仮

愛知県仮

岐阜 リ,Ｌ似

:是重 製 綾

郷風仮

f】 川県板

耐：ＬＩ県仮
子．
８０．

組 合口数

１０５０

８４０

５０７

３４７

句写ハ
ＵＪＵ

３６５

６ｉｊ４

４１３３

共済加人数

RE
qPLJ

２３５

２１４

１５

２８

９４

罰 保加人数

:極組合員

１４

４１０

２３５

２２Ｃ

２６７

２２５

４９０

：８６１

１種家族

３１

９４４

５３７

４５５

５１１

１０７６

４：８７

２随組合員

２２

４：〔

２７３

２４１

２５８

１４１

３６３

』７２Ｚ

２稲家族

２９

５９４

４４４

４１８

３５４

２１５

６３６

２６ｆｊＯ

収 入の部

科旧

繰越金
賦課金

全榎助成金

雑収入
利 息

■
Ⅱ
甲

《
宅
一
画

〈
回

２年度予算額

1．９０６．２７８

２年度決算額

９０４，０００
３４７‘１００
３０．０００

２２．０４５

１．３０３．１４５

支 出の部

科目

総会賀

会議費
躯務手当
印刷慨

旅澱交 通撹
渉外交 際擬
雑消耗 品費

暖弔出
青年稲助成
予備曲

合

２年度予算額

１．９Ｃ６．２７８

2年皮決算額

1．２６０．２



単汝

愛 板 平成３年５月１５日 (2)

ァ
で
出
入
り
す
る
が
、
普

通
の
ド
ア
も
利
用
さ
れ
る
。

こ
の
ド
ア
か
ら
出
る
と
き

が
凄
い
、
風
に
押
さ
れ
て

放
り
出
さ
れ
る
感
じ
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
風
船
屋
根

は
超
楕
円
形
で
傾
い
て
い

る
の
が
特
徴
で
も
あ
る
。

風
船
屋
根
を
傾
け
た
の
は

隣
接
す
る
小
石
川
後
楽
園

へ
の
日
照
や
風
の
影
響
を

配
慮
し
て
建
物
を
ホ
ー
ム

側
よ
り
セ
ン
タ
ー
側
を
釦

型
局
さ
を
低
く
し
た
か
ら
。

薄
く
て
軽
い
屋
根
と
い

っ
て
も
畑
ト
ン
も
あ
る
風

船
屋
根
は
気
圧
の
変
化
や
、

空
気
が
漏
れ
れ
ば
し
ぼ
ん

で
し
ま
う
。
こ
の
た
め
ハ

イ
テ
ク
を
結
集
し
て
い
る
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
な
け

れ
ば
東
京
ド
ー
ム
は
出
来

な
か
っ
た
し
、
ま
た
維
持

も
し
て
い
け
な
い
空
気
が

支
え
る
大
空
間
で
あ
る
。

収
容
人
員
５
６
０
０
０
人

い
ろ
い
ろ
凄
い
事
ず
く
め

で
あ
る
。
退
場
は
加
分
で

完
了
出
来
る
…
…
ト
イ
レ

も
凄
い
数
で
妬
か
所
に
蝿

人
分
、
外
部
に
公
衆
便
所

が
沼
人
分
あ
る
。
こ
の
洗

浄
水
を
中
水
で
型
％
ま
か

な
っ
て
い
る
。

東
京
ド
ー
ム
の
南
側
を

流
れ
る
神
田
川
が
集
中
豪

雨
の
と
き
氾
濫
す
る
こ
と

は
、
社
会
的
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
都
市
の
ヨ
ン
ク

リ
ー
ト
化
に
よ
り
雨
が
大

地
に
吸
い
込
ま
れ
る
こ
と

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
優
勝

…
チ
ョ
ッ
ト
先
走
り
か
な

？
で
も
ど
こ
か
の
野
球
解

説
者
が
い
っ
て
い
た
、
開

幕
戦
２
連
勝
し
た
チ
ー
ム

が
優
勝
す
る
と
・

今
年
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー

ス
は
面
白
い
。
開
幕
戦
が

４
月
６
日
だ
っ
た
が
あ
い

に
く
の
天
気
、
だ
が
巨
人

対
中
日
戦
は
東
京
ド
ー
ム

で
あ
る
た
め
影
響
な
－
し
、

第
一
試
合
６
．
．
５
で
勝
ち

第
二
試
合
４
．
．
１
で
勝
ち

開
幕
試
合
を
連
勝
で
飾
っ

た
か
ら
優
勝
。
東
京
ド
ー

ム
、
別
名
ピ
ッ
グ
エ
ッ
グ
、

今
回
は
話
題
の
東
京
ド
ー

ム
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
ド
ー
ム
は
昭
和
髄

年
３
月
Ⅳ
日
に
知
億
円
を

か
け
て
完
成
、
翌
肥
日
に

巨
人
・
阪
神
戦
が
こ
け
ら

落
と
し
と
な
っ
た
。
こ
の

年
は
３
月
Ⅱ
日
に
青
函
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
、
４
月
⑩

日
に
瀬
戸
大
橋
が
開
通
と

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
次

い
で
完
成
し
た
年
で
も
あ

っ
た
。ド

ー
ム
に
す
る
野
球
場

に
屋
根
を
架
け
る
と
言
う

事
は
雨
が
降
っ
て
も
試
合

が
で
き
る
と
言
う
事
が
最

大
の
狙
い
で
あ
る
。
東
京

ド
ー
ム
で
実
施
さ
れ
る
公

式
戦
は
、
巨
人
と
日
本
ハ

「
雨
。
屋
根
。
水
」
を
考
え
る
⑤

ｌ
東
京
ド
ー
ム
ー
謹
兆

第２５０号

防火用水
hnDchqJW『伊ロ

ム
を
合
わ
せ
て
約
、
試
合

行
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
都

市
対
抗
野
球
、
日
本
シ
リ

ー
ズ
、
日
米
野
球
、
オ
ー

プ
ン
戦
、
イ
ー
ス
タ
ン
・

リ
ー
グ
等
合
わ
せ
て
も
即

試
合
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し

か
し
釦
試
合
の
内
屋
根
が

な
か
っ
た
ら
加
数
試
合
は

中
止
に
な
り
ｎ
月
の
予
備

日
に
試
合
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
屋
根
が
あ
る
こ
と

で
シ
ー
ズ
ン
初
め
に
発
表

さ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

通
り
に
試
合
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

・
野
球
と
は
元
来
、
草
野

球
で
あ
り
原
っ
ぱ
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
興
行
と
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
今
日
で

は
屋
根
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
。
こ
れ
は
野
球
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
、
つ

い
先
頃
オ
ー
プ
ン
し
た
有

明
コ
ロ
シ
ア
ム
は
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
あ
る
。
都
会
で

は
ス
キ
ー
場
も
屋
内
に
あ

り
、
陸
上
競
技
の
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
も
屋
内
が
ず
い
ぶ

ん
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

屋
根
を
作
る
。
昔
は
草

で
あ
っ
た
屋
根
が
樹
躍
や

板
に
な
り
瓦
に
な
っ
て
き

た
。
金
属
屋
根
は
銅
板
な

ど
が
亜
鉛
鉄
板
や
カ
ラ
ー

れ
て
決
め
ら
れ
た
。
風
船

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
内

部
は
幾
ら
か
気
圧
が
高
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
外
部
と
の
気
圧
の

差
は
０
．
０
０
３
気
圧
程

高
く
な
っ
て
い
る
。

私
は
一
昨
年
東
京
ド
ー

ム
を
見
学
し
て
き
た
。
こ

の
気
圧
の
差
は
ビ
ル
の
１

階
と
９
階
と
の
差
に
な
る

く
ら
い
だ
そ
う
で
あ
ま
り

感
じ
な
い
。
し
か
し
出
入

り
口
が
幾
つ
も
あ
り
人
が

出
入
り
し
て
い
る
た
め
、

風
船
を
膨
ら
ま
せ
た
状
態

に
し
て
お
く
に
は
絶
え
ず

送
風
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
多
く
は
回
転
ド

合
わ
せ
て
断
熱
効
果
も
も

た
せ
て
い
る
。
風
船
は
破

れ
る
心
配
が
あ
る
が
こ
の

対
策
と
し
て
三
万
二
千
平

米
あ
る
屋
根
を
迩
枚
の
パ

ネ
ル
状
に
し
て
１
枚
や
２

枚
が
破
れ
て
も
屋
根
を
膨

ら
ま
し
た
ま
ま
で
修
理
が

で
き
る
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
心

配
な
の
は
、
耐
用
年
数
で

あ
る
。
テ
フ
ロ
ン
は
摩
擦

係
数
が
極
め
て
低
く
、
非

濡
性
、
電
気
特
性
、
耐
薬

品
性
に
ひ
じ
ょ
う
に
優
れ

て
い
る
の
で
耐
用
年
数
を

加
年
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
落
雷
テ
ス
ト
と
か
落
下

物
テ
ス
ト
な
ど
も
実
験
さ

鉄
板
に
な
り
、
い
ま
や
ア

ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
に
加

え
て
チ
タ
ン
が
使
わ
れ
る

時
代
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
東
京
ド
ー
ム
の
屋
根
は

ガ
ラ
ス
繊
維
布
に
テ
フ
ロ

ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た

厚
さ
昭
亦
の
薄
い
膜
で
出

来
て
い
る
。
こ
れ
に
腔
本

×
狸
本
の
メ
ッ
シ
ュ
状
に

ワ
イ
ヤ
ー
を
掛
け
て
、
膨

ら
ま
せ
て
い
る
風
船
屋
根

で
あ
る
。
こ
の
ワ
イ
ヤ
ー

に
は
避
雷
針
に
変
わ
る
『
避

雷
導
帯
』
が
添
わ
せ
て
あ

る
。
風
船
屋
根
は
二
重
膜

に
な
っ
て
い
て
中
に
妬
℃

ぐ
ら
い
の
温
風
を
吹
き
込

み
、
融
雪
機
能
を
も
た
せ
、

な
く
い
っ
せ
い
に
神
田
川

に
流
れ
込
む
た
め
水
路
が

間
に
合
わ
な
く
な
る
。

後
楽
園
の
敷
地
内
に
は

千
川
幹
線
水
路
が
通
っ
て

い
る
が
、
東
京
ド
ー
ム
の

建
設
に
合
わ
せ
て
第
二
千

川
幹
線
を
も
う
１
本
通
す

こ
と
に
よ
っ
て
氾
濫
を
抑

制
し
て
い
る
。
ま
た
屋
根

投
影
面
積
２
８
５
９
２
平

方
メ
ー
ト
ル
と
大
き
な
屋

根
に
降
っ
た
雨
を
そ
の
ま

ま
水
路
に
流
さ
な
い
で
、

一
時
的
に
地
下
の
貯
水
槽

１
０
０
０
ト
ン
に
溜
て
浦

過
滅
菌
し
た
後
便
所
の
洗

浄
水
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。

ま
た
手
洗
い
と
か
厨
房

の
雑
排
水
も
再
生
処
理
し

て
使
用
し
て
い
る
。
中
水

の
再
生
処
理
能
力
は
１
日

あ
た
り
雑
排
水
４
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
、
雨
水
２
２

０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
、
合

計
６
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル

で
東
京
ド
ー
ム
の
ピ
ー
ク

時
使
用
量
の
弧
％
に
な
る
。

鷲
見



(3)平成３年５月１５日 愛 板 第２５０号

一
日
の
仕
事
を
終
え
、

黄
昏
に
家
路
に
つ
く
頃
、

都
心
に
は
黄
金
色
に
輝
く

テ
レ
ビ
塔
が
見
え
、
東
を

見
れ
ば
東
山
ス
カ
イ
タ
ワ

ー
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
浮
か
ぶ
。

振
り
返
れ
ば
私
が
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
の
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
厨
一
居
室
の
壁
に
ス
テ

ン
レ
ス
を
張
っ
た
（
詑
〆
）

の
は
平
成
元
年
四
月
の
下

旬
だ
っ
た
。
完
成
し
て
間

も
な
い
頃
ト
ン
ガ
リ
屋
根

か
ら
雨
漏
り
が
し
て
レ
ス

ト
ラ
ン
も
休
業
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
東
山
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
も
完
成
し
て
ま

も
な
く
二
年
に
な
る
。

今
年
一
月
二
十
四
日
か

ら
二
月
二
日
ま
で
の
十
日

間
中
日
新
聞
の
朝
刊
に
『
東

山
タ
ワ
ー
か
ら
見
え
る
山
」

と
題
し
て
十
回
の
連
戴
記

事
が
掲
戴
さ
れ
た
。
そ
の

第
五
回
に
鷲
ケ
岳
が
紹
介

さ
れ
た
。
白
烏
町
、
荘
川

村
、
高
鷲
村
の
境
に
頂
く

一
六
七
一
扇
の
鷲
ケ
岳
は

年
間
二
十
日
ほ
ど
見
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
だ
。
そ

の
記
事
の
末
尾
に
、
鷲
ケ

岳
の
山
名
の
由
来
が
書
い

て
あ
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

「
か
っ
て
地
元
の
武
蔵
権

守
が
、
鷲
の
子
二
羽
を
皇

子
誕
生
の
祝
い
で
天
皇
に

染
井
吉
野
の
桜
を
楽
し

み
に
、
こ
こ
品
野
台
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て

第
十
五
回
名
古
屋
連
合
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ

れ
た
。
風
も
な
い
絶
好
の

ゴ
ル
フ
日
和
、
前
年
度
は

桜
も
満
開
で
あ
っ
た
が
、

今
年
は
前
回
よ
り
一
週
間

位
早
い
せ
い
か
、
桜
は
つ

ぼ
み
固
し
と
い
っ
た
と
こ

ろ
。

今
回
も
六
組
早
々
全
員

集
合
。
連
合
会
村
上
会
長

よ
り
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
方
々

に
、
早
朝
か
ら
多
数
の
参

加
に
対
し
て
お
礼
の
言
葉

等
、
挨
拶
が
あ
り
続
い
て

大
脇
氏
よ
り
ル
ー
ル
説
明

が
あ
り
、
そ
し
て
ス
タ
ー

ト
だ
。
一
組
目
連
合
会
長

の
シ
ョ
ッ
ト
や
や
右
の
ラ

フ
、
二
組
目
我
中
川
・
港

の
棚
橋
さ
ん
ゴ
ル
フ
キ
ャ

リ
ァ
が
長
く
う
ま
い
。
こ

れ
も
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、

百
七
○
ヤ
ー
ド
位
飛
ん
だ
。

「
ゴ
ル
フ
は
上
が
っ
て
い

く
つ
だ
ぞ
」
と
い
つ
も
言

わ
れ
て
い
る
。
い
よ
い
よ

私
の
番
だ
、
く
じ
運
が
悪

い
オ
ナ
ー
に
な
っ
た
。
ミ

ド
ル
ホ
ー
ル
パ
－
４
テ
ィ

ァ
ッ
プ
し
素
振
り
二
’
三

【
支
部
だ
よ
り
】

ｃ
Ｏ
ｇ
Ｏ
●
●
■
●
◆
●
。
●

《
ち
へ
す
〈
、
）
〉

９
▽
●
●
◆
０
，
の

名
古
屋
連
合
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
／@ら

掴
便
愁

休
養
と
健
康

休
養
と
は
”
身
心
を
休

ま
せ
、
気
を
養
う
こ
と
“

い
い
か
え
れ
ば
、
一
日
の

活
動
に
よ
る
身
心
の
疲
労

を
解
消
し
、
新
た
な
元
気

を
回
復
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
活
動
と
休
養
の
調

和
こ
そ
、
健
康
な
生
活
の

リ
ズ
ム
で
す
。

◎
人
間
の
か
ら
だ
は

夜
眠
る
こ
と
に
よ
っ
て
身

心
の
疲
労
を
と
り
、
明
日

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
充
電

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
「
寝
る
子
は
育
つ
」

は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
快
適
な
眠
り
に
は
、

適
度
な
身
心
の
疲
労
が
必

回
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
多
い

せ
い
か
緊
張
気
味
、
打
っ

た
、
ヘ
ァ
ー
ゥ
ェ
イ
の
真

中
だ
。
楽
し
み
な
が
ら
ハ

ー
フ
を
終
っ
た
。
五
○
ち

ょ
っ
と
、
後
半
頑
張
っ
た
。

一
○
○
は
切
れ
な
い
、
優

勝
は
お
ろ
か
入
賞
も
な
い

馬
も
な
い
、
仲
間
と
風
呂

に
入
り
な
が
ら
疲
れ
を
取

り
パ
ー
テ
ィ
会
場
へ
。

表
彰
者
の
横
で
黙
々
と

食
事
を
す
る
。
今
回
も
参

加
賞
の
み
で
あ
っ
た
。
又

秋
を
楽
し
み
に
ゴ
ル
フ
場

を
後
に
し
た
・

中
川
・
港
湘
④ C/UＪ

Ｃ
一
一

典

献
上
し
、
鷲
見
と
い
う
姓

と
領
地
を
も
ら
っ
た
た
め

そ
の
山
名
が
つ
い
た
と
の

文
献
が
残
る
」
と
紹
介
さ

れ
た
。私

の
家
に
も
「
鷲
見
家

の
史
蹟
」
と
い
う
本
が
あ

る
が
同
じ
事
が
書
い
て
あ

る
。
藤
原
鎌
足
Ｉ
不
比
等

１
房
前
Ｉ
魚
名
の
後
、
十

二
代
続
き
永
暦
元
年
（
西

暦
蜘
年
）
藤
原
頼
保
が
天

１

皇
の
勅
命
に
よ
り
雲
ケ
獄

（
今
の
鷲
ヶ
岳
）
で
大
鷲

を
退
治
し
て
鷲
の
子
二
羽

を
天
皇
に
献
上
し
て
鷲
見

と
言
う
家
名
を
賜
っ
た
と

す
み

あ
る
。
鷲
見
を
名
乗
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
卸
年
に

な
る
。昭

和
六
十
二
年
二
月
愛

知
県
板
金
工
業
組
合
か
ら

活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
が
報

告
さ
れ
た
。
板
金
業
を
始

め
た
理
由
の
項
を
見
る
と

家
業
だ
か
ら
が
最
も
多
く

調
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
代
表
者
の
世
代
の
項

で
は
、
初
代
が
最
も
多
く

弱
・
３
％
で
二
代
目
型
．

９
％
三
代
目
以
上
は
５
％

と
な
っ
て
い
る
。
「
蛙
の

子
は
蛙
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
が
、
親
の
背
中

を
見
て
育
っ
た
子
供
が
稼

業
を
継
ぐ
に
は
何
の
抵
抗

も
な
く
受
け
継
げ
る
の
で

要
で
す
。

昼
間
ハ
ッ
ス
ル
、
夜
グ

ッ
ス
Ⅶ
／
Ⅱ
》

昔
、
肉
体
労
働
が
中
心

だ
っ
た
時
代
の
休
息
は
、

か
ら
だ
を
休
め
一
服
す
る

こ
と
で
し
た
。

頭
を
使
う
こ
と
が
多
い

現
代
で
は
、
む
し
ろ
軽
い

運
動
を
す
る
こ
と
が
精
神

的
疲
労
の
休
息
に
な
り
ま

す
。

◎
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
の
多
い
現
代
社
会
で
は

ど
う
し
て
も
心
の
疲
労
が

蓄
積
し
て
き
ま
す
。

余
暇
に
は
、
趣
味
を
楽

し
ん
だ
り
、
仲
間
と
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
り
し
て
心
の

休
養
を
。

お
い
し
い
も
の
を
食
べ

た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
一

ぱ
い
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
適
量
に
。

が
、
板
金
工
に
な
ら
な
か

っ
た
ら
新
聞
記
者
に
で
も

な
っ
て
い
た
の
で
は
と
。

ふ
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
若

い
頃
か
ら
弁
論
大
会
に
出

た
り
、
広
報
の
よ
う
な
こ

と
は
よ
く
や
っ
て
い
た
。

得
意
で
は
な
い
が
、
血
筋

な
の
だ
ろ
う
か
…
…
？

鷲
見
収

は
な
ぃ
か
渉
Ｌ
っ
、
こ
れ

は
血
筋
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
顔
が
似
て
い
る
、
所

作
ま
で
も
が
親
に
似
て
い

る
、
祖
父
母
に
似
て
い
る
、

こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
血
筋

で
あ
る
。

家
業
も
何
代
か
続
く
と

老
舗
と
言
わ
れ
、
広
く
人

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

血
筋
で
は
な
い
が
弱
・
３

％
の
初
代
板
金
事
業
主
も

ど
こ
か
の
店
に
弟
子
入
り

し
て
修
行
し
て
か
ら
独
立

し
た
も
の
と
思
う
。
何
人

も
の
弟
子
を
送
り
出
し
た

親
方
な
ど
は
老
舗
に
も
勝

る
老
舗
で
は
な
い
か
。

私
が
こ
の
道
に
入
っ
た

の
も
祖
母
の
弟
が
ト
タ
ン

問
屋
に
勤
め
て
い
た
か
ら

で
、
私
が
弟
子
入
り
し
た

㈲
後
藤
板
金
工
業
所
は
二

代
目
で
一
代
目
は
今
池
の

後
藤
板
金
で
あ
り
今
は
三

代
目
が
後
を
継
い
で
い
る

老
舗
で
あ
る
・

私
の
父
は
私
が
八
才
の

と
き
三
十
六
才
の
若
さ
で

死
ん
で
い
る
。
祖
父
が
よ

く
言
い
聞
か
せ
て
く
れ
た
、

お
ま
え
は
長
男
だ
か
ら
鷲

見
家
を
継
い
で
い
っ
て
く

れ
と
。
父
は
板
金
屋
で
は

な
か
っ
た
が
。
祖
父
は
若

い
頃
、
岐
阜
新
聞
の
新
聞

記
者
を
し
て
い
た
。
ま
た

町
会
議
員
も
や
っ
て
い
た

が
私
が
三
十
一
才
の
と
き

八
十
二
才
で
他
界
し
た
。

最
近
ふ
と
思
っ
た
こ
と
だ



有
名
な
写
真

家
、
飯
島
先

生
の
講
議
と

撮
影
指
導
が

組
込
ま
れ
て

い
る
。
早
速

忍
野
村
で
の

撮
影
場
所
、

技
術
指
導
を

受
け
夕
景
を

撮
る
た
め
ホ

テ
ル
の
庭
へ

飛
び
出
し
た
。

ホ
テ
ル
の
部

屋
や
広
い
庭

か
ら
富
士
山

愛 板 平成３年５月１５日（４）

が
真
正
面
に
見
ら
れ
、
威

圧
感
を
お
ぼ
え
る
。

夕
日
に
輝
く
富
士
は
又

す
ば
ら
し
い
。
山
頂
付
近

に
ま
と
わ
り
つ
く
雲
が
あ

か
ね
色
に
映
え
、
刻
々
と

日
が
落
ち
る
に
つ
れ
て
山

と
雲
の
色
調
の
変
化
に
す

ば
ら
し
い
自
然
の
ド
ラ
マ

を
見
せ
る
。

夕
食
後
、
再
び
飯
島
先

生
の
講
議
を
聞
い
た
後
、

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
四
季
の

富
士
山
を
、
二
時
間
余
り

に
わ
Ｊ
て
見
せ
て
も
ら

粉
雪
の
舞
う
２
月
の
あ

る
日
、
写
真
ボ
ケ
の
友
人

と
二
人
で
「
富
士
山
写
真

撮
影
」
の
バ
ス
ッ
ァ
ー
に

参
加
し
た
。

一
行
記
名
、
平
均
年
令

帥
才
中
ば
く
ら
い
。
一
一
人

組
で
参
加
し
た
の
は
我
々

と
外
に
２
組
だ
け
。
あ
と

は
１
人
参
加
の
人
ば
か
り
。

中
で
も
釦
才
代
而
才
代
の

女
性
が
８
人
も
い
る
。
そ

れ
も
高
級
機
材
を
持
込
ん

で
の
参
加
に
は
お
ど
ろ
い

た
。
最
近
年
配
の
女
性
の

写
真
マ
ニ
ア
を
よ
く
見
か

け
る
。
女
性
ら
し
い
ソ
フ

ト
な
感
覚
で
撮
る
作
品
は
、

一
味
違
っ
た
す
ば
ら
し
い

も
の
が
多
く
作
品
展
で
も

よ
く
入
選
し
て
い
る
。

名
古
屋
駅
前
を
出
発
す

る
時
ち
ら
つ
い
て
い
た
雪

も
東
名
高
速
に
入
り
静
岡

を
過
ぎ
る
頃
は
、
雲
一
つ

な
い
快
晴
に
な
っ
た
。
東

名
高
速
の
中
で
富
士
山
が

一
番
印
象
的
に
見
え
る
の

が
由
井
ケ
浜
海
岸
で
あ
る
。

今
日
も
我
々
一
行
を
出
迎

え
て
く
れ
る
よ
う
に
、
快

晴
の
中
、
富
士
の
す
ば
ら

し
い
全
姿
を
見
せ
て
く
れ

た
。
富
士
イ
ン
タ
ー
を
出

て
、
白
糸
の
滝
へ
向
う
。

真
冬
の
平
日
で
も
相
変
ら

ず
観
光
客
が
一
杯
で
騒
々

富
士
山
ぐ
る
っ
と

一
回
り

画阜一

Ａ
鐘
編
集
後
記
】

富
士
の
雄
大
な
裾
野
に

ひ
つ
じ
が
放
牧
さ
れ
て
お

り
、
草
を
食
べ
た
り
、
寝

こ
ろ
が
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
草
が
面
白
い
。
今

年
の
「
え
と
」
で
も
あ
る

ひ
つ
じ
と
バ
ッ
ク
の
富
士

山
が
一
体
と
な
っ
た
、
す

ば
ら
し
い
撮
影
場
所
だ
・

次
は
富
士
五
湖
の
一
つ
本

栖
湖
へ
移
動
。
こ
こ
は
五

千
円
札
の
う
ら
の
絵
の
撮

影
し
た
所
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
一
見
単
調
だ
が

風
の
な
い
日
、
湖
水
に
写

識

し
い
・

昼
食
の
後
、
思
い
思
い

の
ポ
イ
ン
ト
に
散
っ
て
、

撮
影
を
始
め
る
。
続
い
て
、

朝
霧
高
原
の
ひ
つ
じ
牧
場

へ
。
一
・
‐
．
幸
．
．

恥
降
一

る
も
の
が
あ
っ
た
。

飯
島
先
生
と
忍
野
村
に

別
れ
を
つ
げ
、
途
中
河
口

湖
と
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

で
自
由
撮
影
の
後
、
御
殿

場
イ
ン
タ
ー
よ
り
帰
路
に

つ
い
た
。

同
じ
趣
味
を
持
つ
者
同

暗
く
て
長
い
不
況
の
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
た
と
た
ん
、

視
界
卸
％
絶
好
況
に
転
じ

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
（
一
九

六
五
’
一
九
七
○
、
七
月

ま
で
師
力
月
連
続
で
拡
大
）

に
迫
る
、
昭
力
月
目
に
入

っ
た
。
今
年
始
め
の
頃
で

は
、
後
半
頃
か
ら
景
気
後

退
が
は
じ
ま
る
と
の
見
方

が
、
四
月
中
旬
の
経
済
動

向
調
査
で
は
、
八
月
以
降

も
景
気
拡
大
が
続
く
と
見

る
企
業
が
記
％
と
、
前
回

調
査
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

し
か
し
、
好
景
気
に
反
映

し
て
、
労
働
力
不
足
は
益

々
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
。

毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
労
働
市
場
に
登
場
す

る
新
労
働
力
人
口
は
年
々

鈍
化
し
二
十
一
世
紀
初
頭

に
は
伸
び
率
、
ゼ
ロ
も
し

く
わ
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と

予
測
さ
れ
る
。

又
、
こ
れ
と
は
別
に
、

今
年
四
月
よ
り
労
働
時
間

の
短
縮
が
行
わ
れ
、
週
娼

時
間
が
妬
時
間
に
、
数
年

後
に
は
週
如
時
間
、
年
平

ｉ
、
Ｉ
、
１
，
１
、
ｌ
、
１
，
１
、
ｌ
、
ｌ
、
ｉ
、
Ｉ
、
Ｉ
、
ｌ
、
１
，
１

忍野村の

霧
・
《
鍵
鶏

～ 、 孝 一＝｡←守壬

る
逆
さ
富
士
と
、
キ
ラ
キ

ラ
光
る
湖
面
が
美
し
い
・

予
定
通
り
山
中
湖
と
河

口
湖
の
中
間
位
に
在
る
忍

野
村
の
富
士
急
ホ
テ
ル
に

到
着
。
我
々
の
目
的
は
こ

れ
か
ら
が
本
番
だ
・

今
回
の
撮
影
ツ
ァ
ー
で

は
釦
年
間
富
士
山
を
撮
り

続
け
る
富
士
吉
田
在
住
の

均
２
千
時
間
に
設
定
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
、
平
成
２

年
度
愛
知
県
の
建
設
関
連

労
働
時
間
は
、
年
平
均
２

２
４
０
時
間
、
就
労
日
数

釦
ｌ
塑
日
、
首
都
圏
で
の

平
均
日
給
２
８
０
０
０
。

人
手
不
足
と
労
働
時
間
短

縮
、
何
と
も
矛
盾
し
た
話

で
は
あ
る
が
、
時
勢
で
も

あ
り
前
向
き
の
取
組
み
が

望
ま
れ
る
。
一
人
親
方
が

帥
％
近
い
板
金
業
界
で
は
、

後
継
者
不
足
、
老
齢
化
、

作
業
時
の
天
候
な
ど
大
変

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

少
し
で
も
長
持
ち
さ
せ
、

ゆ
と
り
の
あ
る
健
康
で
生

活
す
る
た
め
に
は
切
り
離

せ
な
い
事
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
も
な
く
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
９
連
休
、

ｍ
連
休
と
ま
で
は
い
わ
な

い
ま
で
も
、
せ
め
て
カ
レ

ン
ダ
－
通
り
位
は
休
み
た

い
と
思
う
。

四
月
二
十
六
日
閏
晴

二
五
○
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
三
十
分
終
了⑧

にてンツと自山面し がぷ木共薄は五るシいよ
人平くス タな 然が に始姿き々に<だ分・ャＬ･
気日れを１<は写はめをのや下なんｏこシ先が
のなる作チシ幾つ富、現民か界るだ紅のタ生ん
あの・っヤャ度て士川わ家やのとん色間ｌのぱ
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志
と
は
い
え
、
初
対
面
の

人
ば
か
り
。
し
か
し
帰
り

に
は
皆
お
友
達
。
来
年
も

又
一
緒
に
来
ま
し
ょ
う
と

約
束
ま
で
す
る
。

富
士
山
ぐ
る
つ
と
一
回

り
、
楽
し
い
二
日
間
で
あ

っ
た
。
⑧

第２５０号

っ
た
。早

朝
五
時
半
、
全
員
揃

っ
て
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
向

う
。
先
生
の
指
導
で
各
自

機
材
を
セ
ッ
ト
し
て
夜
明

け
を
待
つ
・
今
朝
の
日
の

出
は
６
時
記
分
。
富
士
山

周
辺
は
雲
一
つ
な
い
。
寒

さ
は
思
っ
た
ほ
ど
で
は
な

く
こ
れ
だ
け
は
助
か
っ
た
。

暗
闇
の
空
が
白
み
始
め
、

富
士
山
頂
に
う
っ
す
ら
と

赤
味
を
帯
び
て
来
た
。
太

陽
が
上
る
に
つ
れ
赤
味
を

増
し
、
快
晴
の
中
に
紅
色

に
輝
き
悠
然
と
全
姿
を
見

せ
る
富
士
山
。
我
々
が
一

番
期
待
し
て
来
た
「
紅
富

士
」
の
一
瞬
で
あ
る
。

「
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す

よ
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
先
生
の
声
に
夢
中
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け

る
。
こ
の
間
約
十
分
か
十

、
型

る
撮
影
ポ
イ
ン
ト
は
大
に

ぎ
わ
い
。
写
真
マ
ニ
ア
が

如
何
に
多
い
か
を
物
語
っ

て
い
る
様
だ
。

朝
食
後
、
ホ
テ
ル
の
庭

先
で
富
士
を
眺
め
な
が
ら
、

飯
島
先
生
と
話
が
は
ず
ん

だ
。
私
と
友
人
が
先
生
と

同
年
令
で
あ
っ
た
事
も
幸

い
し
て
か
、
機
材
の
こ
と

フ
ィ
ル
ム
の
こ
と
撮
影
場

所
、
時
期
な
ど
出
発
間
際

ま
で
続
い
た
。
中
で
も
先

生
い
わ
く
「
最
近
は
撮
る

場
所
が
な
く
な
り
ま
し
た

ね
エ
ー
。
十
年
前
ま
で
は

ど
こ
か
ら
で
も
富
士
山
が

撮
れ
る
自
然
が
残
っ
て
い

た
。
し
か
し
観
光
開
発
や

地
域
開
発
が
進
ん
で
自
然

が
壊
さ
れ
て
ゆ
く
の
は
自

然
を
愛
す
る
者
に
と
っ
て

つ
ら
い
事
で
す
」
先
生
の

言
葉
に
は
真
実
に
じ
み
出


